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香室結美　　平成三〇年度広島大学文書館公文書管理実務研修（熊本大学文書館受入れ）

記
　
　
録平

成
三
〇
年
度
広
島
大
学
文
書
館
公
文
書
管
理
実
務
研
修
（
熊
本
大
学
文
書
館
受
入
れ
）

香　
　

室　
　

結　
　

美

研
修
の
背
景
と
概
要

　

熊
本
大
学
文
書
館
は
平
成
二
八
年
度
の
設
立
時
よ
り
、
国
立
公
文
書
館
等
施
設

で
あ
る
広
島
大
学
文
書
館
か
ら
文
書
管
理
等
に
関
す
る
助
言
を
受
け
て
き
た
。
そ

し
て
平
成
三
〇
年
度
五
月
一
六
日
、
館
員
の
研
修
、
公
文
書
管
理
・
学
術
的
資
料

の
収
集
・
整
理
・
保
存
に
関
す
る
指
導
・
助
言
等
の
業
務
協
力
を
目
的
と
し
た

「
広
島
大
学
文
書
館
と
熊
本
大
学
文
書
館
と
の
業
務
協
力
に
関
す
る
協
定
」
が
締

結
さ
れ
た
。
本
年
度
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
歴
史
と
経
験
が
浅
い
熊
本
大
学
文
書

館
の
機
能
の
充
実
と
担
当
教
職
員
の
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
本
研
修
は
実
施
さ

れ
た
。
日
程
は
平
成
三
〇
年
五
月
一
四
日
お
よ
び
平
成
三
〇
年
六
月
二
五
日
～

二
八
日
、
会
場
は
広
島
大
学
文
書
館
、
参
加
者
は
一
名
で
あ
る
。

両
館
の
現
状
と
研
修
の
目
的

　

広
島
大
学
文
書
館
の
特
徴
は
、
第
一
に
日
本
の
大
学
文
書
館
に
先
駆
け
た
法
人

文
書
の
統
一
的
管
理
で
あ
る
。
全
学
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
「
い
ろ
は
」
の
活
用
と
、

大
学
事
務
組
織
と
の
信
頼
・
協
力
関
係
か
ら
成
り
立
つ
館
員
の
地
道
な
移
管
・
廃

棄
作
業
に
よ
っ
て
、
法
人
文
書
の
管
理
機
関
と
し
て
の
運
用
を
実
現
さ
せ
て
い

る
。
広
島
大
学
や
他
の
国
立
大
学
等
の
文
書
管
理
担
当
者
向
け
の
研
修
も
行
わ
れ

て
き
た
。
第
二
の
特
徴
は
、
初
代
学
長
森
戸
辰
男
氏
関
係
資
料
（
森
戸
辰
男
記
念

文
庫
）、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
広
島
の
平
和
運
動
に
関
す
る
個
人
文
書
（
平
和

学
術
文
庫
）、
広
島
大
学
の
前
身
校
の
一
つ
で
あ
る
広
島
高
等
師
範
学
校
卒
業
の

小
説
家
・
梶
山
季
之
関
係
資
料
（
梶
山
季
之
文
庫
）
等
を
収
蔵
す
る
大
学
史
資
料

室
を
設
置
し
、
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

一
方
、
熊
本
大
学
文
書
館
は
六
十
年
史
編
纂
事
業
の
過
程
で
設
立
さ
れ
た
館
で

あ
り
、
年
史
編
纂
事
業
に
お
い
て
収
集
さ
れ
た
資
料
が
収
蔵
資
料
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
館
の
主
な
目
的
は
、熊
本
大
学
の
歴
史
を
伝
え
る
学
内
の
様
々
な
記
録
、

本
学
教
職
員
や
卒
業
生
の
保
有
す
る
資
料
、
地
域
に
関
す
る
資
料
等
の
収
集
・
保

存
・
公
開
で
あ
る
。
熊
本
大
学
で
は
各
事
務
組
織
が
法
人
文
書
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
熊
本
大
学
文
書
館
は
そ
の
実
質
的
な
管
理
に
携
わ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い

が
、
法
人
文
書
管
理
に
関
わ
る
調
査
研
究
を
通
し
た
熊
本
大
学
の
適
切
な
管
理
運

営
へ
の
寄
与
を
設
置
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
研
修
で
は
、
第
一
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に
熊
本
大
学
文
書
館
を
特
徴
づ
け
る
大
学
史
資
料
や
地
域
に
関
す
る
資
料
の
収
集

と
分
類
体
系
の
構
築
を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
、
第
二
に
大
学
法
人
文
書
管
理
の
ひ
と
つ
の
将
来
的
な
手
本
と
し
て
広
島
大
学

文
書
館
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
た
。

研
修
内
容

　

五
月
一
四
日（
月
）に
事
前
研
修
と
し
て
広
島
大
学
文
書
館
見
学
を
実
施
し
た
。

熊
本
大
学
文
書
館
の
現
状
報
告
を
行
な
い
、
組
織
・
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、
収
蔵
庫

の
案
内
、
大
学
文
書
館
と
し
て
の
学
内
外
に
お
け
る
役
割
に
関
す
る
助
言
を
受
け

た
。
六
月
二
五
日（
月
）～
六
月
二
八
日（
木
）
に
本
格
的
な
研
修
と
し
て
、
大
学

史
資
料
室
業
務
実
務
研
修
（
担
当
：
大
学
史
資
料
室
長
・
髙
杉
洋
平
氏
）、
公
文

書
室
業
務
実
務
研
修
（
担
当
：
公
文
書
室
長
・
村
上
淳
子
氏
）、
公
文
書
管
理
に

関
す
る
講
義
（
担
当
：
小
池
聖
一
館
長
）
を
受
け
た
。
大
学
史
資
料
室
業
務
実
務

研
修
で
は
資
料
収
集
・
整
理
・
保
存
の
方
法
、
資
料
目
録
の
作
成
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
資
料
提
供
に
際
し
て
の
個
人
情
報
の
確
認
等
に
つ
い
て
実
習
を
交
え
て
学
ん

だ
。
公
文
書
室
業
務
実
務
研
修
で
は
広
島
大
学
の
法
人
文
書
管
理
を
事
例
に
講
習

を
受
け
、
収
蔵
庫
を
見
学
し
な
が
ら
実
際
の
管
理
方
法
と
大
学
各
組
織
と
の
協
働

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
公
文
書
管
理
に
関
す
る
講
義
で
は
「
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

と
大
学
文
書
館
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
二
三
年
に
施
行
さ
れ
た
公
文
書
管
理
法
の

意
義
、
日
本
の
国
立
大
学
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
実
情
、
そ
し
て
広
島
大
学
文

書
館
に
お
け
る
統
一
的
文
書
管
理
の
方
法
を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
、
日
本
の
文
書
館

で
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
が
ち
な
行
政
の
効
率
性
向
上
や
個
々
の
地
域
住
民
の
記
録
を

検
証
す
る
機
能
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　

研
修
で
は
、
資
料
整
理
を
行
う
上
で
日
頃
感
じ
て
い
る
細
か
な
実
際
的
問
題
の

解
消
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
っ
た
理
論
的
問
題
に
つ
い
て

も
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
数
が
少
な
い
熊
本
大
学
文
書
館
に
と
っ
て
他
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
率
直
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
極
め
て
有
意
義
な
時
間
で

あ
っ
た
。

今
後
の
展
望

　

第
一
に
熊
本
大
学
文
書
館
に
お
け
る
収
集
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
学
史
に
限
ら

ず
地
域
の
歴
史
や
特
色
に
関
わ
る
資
料
群
を
ど
の
よ
う
に
集
め
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
と
な
る
。
広
島
大
学
文
書
館
は
原
爆
に
関
わ
る
平
和
学
術
文
庫
を
収
蔵
し

て
い
る
が
、
本
年
度
よ
り
熊
本
大
学
文
書
館
で
は
熊
本
大
学
の
教
職
員
も
関
わ
っ

て
き
た〈
水
俣
病
〉問
題
に
関
す
る
資
料
の
整
理
・
公
開
を
重
視
す
る
方
針
を
と
っ

て
い
る
。
ま
た
、〈
水
俣
病
〉
問
題
に
限
ら
ず
熊
本
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
国
立
療

養
所
恵
楓
園
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
関
心
も
高
い
。
そ
の

他
、
熊
本
地
域
に
関
わ
る
資
料
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、
熊
本
県
内
外

の
教
育
行
政
機
関
や
民
間
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
大
学
教
職
員
と

地
域
住
民
と
共
に
資
料
の
収
集
と
利
活
用
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

第
二
に
法
人
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
文
書
館
で
管
理
を
行
う
た
め
の
体
制
を

現
在
整
え
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
広
島
大
学
と
同
規
模
で
の
法
人
文
書
管
理
実
施

へ
の
到
達
は
ま
だ
ま
だ
先
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
年
度
締
結
さ
れ
た
両
校
の
協
定

を
活
か
し
熊
本
大
学
職
員
に
む
け
た
公
文
書
管
理
に
関
す
る
講
義
・
研
修
を
開
催
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す
る
な
ど
、
公
文
書
管
理
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
よ
り
積
極
的
に
大
学
教
職
員

と
共
有
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
文
書
管
理
を
行
う
担
当
者
に
専
門
的
知

識
を
提
供
す
る
こ
と
も
大
学
文
書
館
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
熊
本
大
学
文
書
館

が
当
面
目
指
し
て
い
る
法
人
文
書
の
適
切
な
管
理
と
大
学
運
営
へ
の
寄
与
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。

　

文
書
館
は
単
な
る
モ
ノ
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
出
来
事
に
関

し
て
人
々
が
ど
の
よ
う
に
考
え
動
い
た
の
か
、
そ
の
過
程
で
生
成
さ
れ
た
多
様
な

記
録
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
紐
解
く
こ
と
が
で
き
る
想
像
と
創
造
の
場
で
も
あ
る
。

ま
た
、
小
池
館
長
に
よ
る
講
義
で
学
ん
だ
よ
う
に
、
地
域
や
家
族
の
「
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
と
し
て
親
し
い
人
々
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
、
自
己
の
ル
ー
ツ
を
検
証
す

る
場
で
も
あ
る
。
大
学
文
書
館
は
組
織
の
記
録
を
残
し
職
務
の
検
証
を
可
能
に
す

る
こ
と
を
目
指
す
と
同
時
に
、
大
学
と
地
域
の
関
係
を
示
す
場
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
、
今
回
の
研
修
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
、
少
人

数
の
研
修
を
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
広
島
大
学
文

書
館
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
国
立
大
学
文
書
館
間
の
初
の
協
定
と
し
て

先
駆
的
な
事
例
に
な
る
べ
く
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
業
務
の
合
理
化
と
高
度
化
に

向
け
て
協
力
し
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
　
辞
】

　

本
研
修
旅
費
と
し
て
以
下
の
研
究
費
よ
り
助
成
を
受
け
た
。
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。「
水
俣
病
事
件
の
記
憶
術
と
（
脱
）
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築

－

未
来
の
人
文

社
会
科
学
的
総
合
研
究
に
向
け
て
」
二
〇
一
六
～
二
〇
二
一
年
度
、
研
究
課
題
・

領
域
番
号
一
六
Ｈ
〇
一
九
七
〇
（
研
究
代
表
者
：
慶
田
勝
彦　

熊
本
大
学
）

（
か
む
ろ
　
ゆ
み
・
熊
本
大
学
文
書
館　

特
任
助
教
）
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1 広島大学文書館入口
2 公文書室業務実務研修（担当：村上氏）
3 収蔵庫案内（担当：髙杉氏）
4 公文書管理に関する講義（担当：小池館長）
5 保存箱作成実習
6 研修集合写真 
　 （左から髙杉氏、香室、小池館長、村上氏）
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